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初の国外訪問でトルコとレバノンを訪問した教皇レオ14世は11月29日、トルコ・イスタンブールの「ブルーモスク」を表敬訪問した（CNS）

国際（アジア）



国　際

「小さな」パン種の大切な働き  教皇、トルコの信者に求める

【イスタンブール（トルコ）１１月３０日ＣＮＳ】

【イスタンブール（トルコ）１１月２８日ＣＮＳ】

【イスタンブール（トルコ）１１月２９日ＣＮＳ】

聖地で33年に聖年の祝い　教皇、諸教会指導者に提案

教会一致への決意を再確認　教皇、トルコ訪問最終日に

記
事
全
文

待降節に一致への「決意事項」  教皇、カトリック信者に示す

ニケアは廃虚でも残る「信条」　キリスト者を一つに、と教皇

記
事
全
文

【イズニク（トルコ）１１月２８日ＣＮＳ】

【イスタンブール（トルコ）１１月２９日ＣＮＳ】

記
事
全
文

記
事
全
文

【アンカラ（トルコ）１１月２７日ＣＮＳ】

教皇、初のトルコ使徒的訪問

記
事
全
文

11月27日、トルコの首都アンカラの大統領宮殿
内の国民図書館で、政府首脳や外交使節団、民
間の指導者らにあいさつする教皇レオ14世（CNS）

11月28日、「貧しい人の小さな姉妹会」
が運営する高齢者施設で、入居者にあ
いさつする教皇レオ14世 （CNS）

教皇は11月28日、東方正教会コンスタンチノ
ープル総主教バルトロマイ1世らキリスト教
指導者たちと共に超教派の礼拝に参加した。
この礼拝で、325年に「ニケア信条」を生み出
し、基本的なキリスト教教理を定めたニケア
公会議の開催1700年を記念した（CNS）

記
事
全
文

（2） ２０２６年 １ 月号



【ベイルート（レバノン）１１月３０日Ｃ

ＮＳ】

教皇、トルコからレバノン到着

国　際

【ハリッサ（レバノン）１２月１日ＣＮＳ】

　愛が育つのは「強くて深い根から」

教皇、レバノンの信者と集い  揺るぎない信仰の証しを聴く

より良い未来を築く資質備える  教皇、若者と宗教指導者を称賛

【ベイルート（レバノン）１２月１日ＣＮＳ】

記
事
全
文

記
事
全
文

平和を訴えレバノン訪問終える  教皇、「攻撃と敵対」終結を訴え

【ベイルート（レバノン）１２月２日ＣＮＳ】

教皇、対話こそ緊張の解決策  ローマ帰還の機中記者会見で

【レバノンからローマへ帰還の機中１２月２日ＣＮＳ】

記
事
全
文

記
事
全
文

バチカン トルコ

レバノン

教皇は12月1日、レバノン・ハリッサ
にある「レバノンの聖母巡礼聖堂」
で、同国の司教や司祭、修道者、信徒
との集いを開き、司祭や修道女、
信徒の証しに耳を傾けた （CNS）

記
事
全
文

（3）２０２６年 １ 月号



【バチカン１２月１５日ＣＮＳ】

外　

音楽の美しさが神への愛を表現  教皇、「聖歌隊の祝祭」ミサで

【バチカン１１月２６日ＣＮＳ】

【バチカン１１月２５日ＣＮＳ】

【バチカン１１月２３日ＣＮＳ】

【バチカン１１月２３日ＣＮＳ】

教皇、「信条」について使徒的書簡  ニケア公会議開催1700年を記念

一夫一婦制の「一つのからだ」　教皇庁教理省が覚書で賛辞 

女性助祭職に関する検討委員会　女性の助祭叙階の可能性に反対

国　際

記
事
全
文

【バチカン１２月４日ＣＮＳ】

教皇の一般謁見講話　いのちを生み出す人生の意味

教皇の一般謁見講話  真の人生を生きるために祈る

対話と外交が恒久的平和を導く　教皇、ウクライナ大統領と会談

ベツレヘムのクリスマスツリー  巡礼者が少し戻りつつあり点灯

教皇、「反ユダヤ主義暴力」非難  シドニーの「テロによる虐殺」記
事
全
文

教皇の一般謁見講話  生産性よりも心の安らぎを

教皇、思いやりとゆるしを　聖年の「受刑者の祝祭」で

【ベツレヘム（ヨルダン川西岸）１２月８日ＯＳＶ】

【バチカン１２月９日ＣＮＳ】

【バチカン１２月１０日ＣＮＳ】

【バチカン１２月１７日ＣＮＳ】

【バチカン１２月１５日ＣＮＳ】

【バチカン１２月１７日ＣＮＳ】

教皇、「聖年の希望」を願う  「無原罪の聖母マリア」に

【ローマ１２月８日ＣＮＳ】

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

動　

画

イスラエル大統領と電話会談　教皇、テロ事件とガザ平和で

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

12月6日、ベツレヘムの聖誕教会前の「馬小屋広場」で、クリスマスツリーの
点灯を見守るパレスチナの人々。上空からドローン（無人機）で撮影 （OSV）

12月8日、ローマ中心部のスペイ
ン階段のそばに立つマリア像に向
かって祈りをささげる教皇（CNS）

（4） ２０２６年 １ 月号



国際（アジア）

教皇、「世界平和の日」メッセージ

【バチカン１２月１８日ＣＮＳ】

　宗教の利用を退け、祈りと対話を

第2回アジア宣教大会「希望の大巡礼」

ＦＡＢＣ広報担当司教会議 in 香港

「心と思いと生活から武器を取り除く」

10月28日、ローマ市内コロッセオの近くで、世界の諸宗
教指導者との平和の祈りの集いに参加した教皇（CNS）

記
事
全
文

記
事
全
文

「世界平和の日」教皇メッセージ
の邦訳全文は、カトリック中央協
議会のウェブサイトで読める。
（右QRコードからアクセス可）

国　際

（5）２０２６年 １ 月号



国　内

写真

被害者が癒やされるためには

死刑執行停止を求める諸宗教による祈りの集い

写真

前田枢機卿、刑務所で洗足式　大阪 受刑者とともに捧げるミサ  東京

記
事
全
文

記
事
全
文

（6） ２０２６年 １ 月号



国　内

〝 〟

アジア学院　

宮城・塩釜カトリック幼稚園

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

聖フランシスコ・ザビエル像
に献香する中村倫明大司教

第7回のセミナーの最後に、受講者を
祝福するオノレ・カブンディ神父㊨

写真左は、学生やスタッフが持ち回りで1人ずつ、信仰など大切に
思うことを分かち合うチャペルでの朝の集い。右は鶏のひなを集
めた小屋の前でひなの飲み水の容器を洗い、水を替える学生たち

イエス様が喜ぶようなことができ
た時にオーナメントを飾った「心の
ツリー」（下）を馬小屋の前にささげた

（7）２０２６年 １ 月号



平和実現は託された使命  長崎純心大学でシンポジウム

支倉常長ローマ教皇謁見から410年　記念シンポジウム東北の大学で

ベネズエラ初の聖人 日本でも多国籍で祝う

記
事
全
文

記
事
全
文

召命を願う一日　日本カトリック神学院ザビエル祭

記
事
全
文

日本カトリック司教団　長生炭鉱遺骨収集に寄付を決定

初の「外国人宣教師の集い」開く  東京教区

国　内

記
事
全
文

記
事
全
文

記
事
全
文

キリスト教一致祈祷週間
2026年1月18日―25日

写真

記
事
全
文

ＮＨＫＥテレ「こころの時代」  菊地功枢機卿×若松英輔氏 対談

「教皇選挙」後 2026 宗教は世界を変えられるか

記
事
全
文

神学院聖堂での閉会式では神学生と養成者が、神学院
で伝統的に歌われている『主の召しあれば』を歌った

（8） ２０２６年 １ 月号



主日の福音解説

１月４日（主の公現）

マタイ ２・１ー１２

１月１１日（主の洗礼）

マタイ ３・１３ー１７

（9）２０２６年 １ 月号



１月１８日（年間第２主日）

ヨハネ １・２９ー３４

キリスト教一致祈祷週間（２５日まで）

外

外

１月２５日（年間第３主日〈神のことばの主日〉）

マタイ ４・１２ー２３または４・１２ー１７

世界こども助け合いの日

主日の福音解説

（10） ２０２６年 １ 月号



文　化

【教皇の意向：みことばによる祈り】

【日本の教会の意向：平和と幸せ】

きょうをささげる（教皇による祈りの世界ネットワーク）１月

毎
月
5
日
ま
で（
必
着
）、は
が
き
に
3
首
以
内
。1
人
1
枚

を
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に
振
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名
を
明
記
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先
は
、本
紙
1
面

に
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載
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下
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毎
月
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ま
で（
必
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が
き
に
5

句
以
内
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名
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振
り
仮
名
を
明
記
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送
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に
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可
。

教皇レオ１４世  使徒的勧告  邦訳刊行

『 わたしはあなたを愛している
貧しい人々への愛について 』

『 広島教区百年史 』
将来に向けた「歴史書」として編さん

（11）２０２６年 １ 月号



が、本人は家族を支え続けて
から 30 歳で入会した。62 年初
誓願。70 年終生誓願。東京純
心学園創立当初、江角（えずみ）
ヤス初代会長を手伝い、植物
園造りに力を尽くした。江角
修道女と関わり、話される言
葉の中から、神との関わりや
自然との関わり、修道女とし
ての生き方を学び、育てられ
たと後に語っていた。その後
も純心女子学園や鹿児島の川
内（せんだい）純心女子高等
学校（当時）で、生徒たちと
共に畑仕事をし、そのことを
通して神の素晴らしさ、自然
の素晴らしさを懸命に伝え、
福音の種をまいた。2003 年に
長崎の同会本部に派遣され、
修練者と共にホスチア作りに
励み、教会に奉仕する日々を
過ごした。その後はロザリオ
の聖母修道院（長崎）で院内
奉仕をしていたが、22 年から
は入院生活を送っていた。11
月 11 日、入院先の病院で静か
に御父のみもとに召された。
濵口キク修道女（純心聖母会）　
11 月 17 日、心不全のため逝去。

94 歳。1931 年
長崎県生まれ。
44 年、 長崎の
純心高等女学校
に志願生として
入学。原爆投下

１週間前に帰省していて被爆
を免れたが、被爆後の片付け
に励み、原爆手帳を持つこと
になった。53 年初誓願。62 年
終生誓願。初誓願後は幼児教
育の現場で長崎県内の 7 カ所
と鹿児島、広島、名古屋で働き、
園児、保護者、信徒らとの関
わりを通して宣教に励んだ。
72 年に長崎原爆ホームが開設
されると、幼児教育の現場か
ら福祉の現場へ転職し、ワー
カーとしての務めにいそしん
だ。その後、養護老人ホーム
恵の丘（長崎）や小野田老人
ホーム（山口）で入所者や家
族と関わり、また得意の手芸
を通して交わりを深め、神の
愛を伝えた。2014 年に福祉の
奉仕を終え、ベタニア修道院
で祈りの宣教が始まった。19
年に原爆ホームに入所し、ベッ
ドの上から修道女らしい宣教
の仕方で周りの人々にキリス
トを伝えていた（以上長崎）。
静かに御父のみもとに召され
た。
太田和子修道女（殉教者聖ゲ
オルギオのフ
ランシスコ修
道会）　11 月 19
日、札幌市内の
同会修道院で悪
性リンパ腫の
ため逝去。91 歳。1933 年東京
都生まれ。57 年同会入会。61
年初誓願。67 年終生誓願。初
誓願宣立後、札幌の藤学園で
5年間女子教育のために働き、
その後は長い間、札幌、苫小
牧（とまこまい）、大麻 ( おお
あさ )、新田 ( しんでん )、小
樽と函館の同会修道院・マリ

原田勝美修道士（ドミニコ会
〈カナダ管区〉）　11 月 1 日逝
去。91 歳。1934 年秋田県生ま
れ。結核による
長い闘病生活の
中でキリスト教
に触れて洗礼を
受け、修道生活
を志した。61年
同会入会。新築された東京・
渋谷の修道院で修練に入り、
カナダ人の神父や修道士と共
に中庭などの造成に関わった。
68 年から 72 年まで、京都の聖
トマス学院でさまざまな仕事
を担当した。73 年から亡くな
る時まで、渋谷の修道院で日
常生活に関するほぼ全ての仕
事に携わった。自らの仕事を
通じて兄弟たちと小教区を支
えるということは、ドミニコ
会における説教の一つのあり
さまなのだ、という深い自覚
を持っていた。物静かな中に
強い意志を持ち、修道院と小
教区の仕事を忍耐強く引き受
け、修道院の兄弟たちのみな
らず、小教区と地域などの周
りの人々からの信頼が厚かっ
た。また、渋谷の街と動物を
こよなく愛し、それらを通じ
て人の輪をつくっていった。
近年、自身の衰えを自覚して
いたが、亡くなる当日まで周
りの人々との会話を楽しみつ
つ穏やかに日々を過ごしてい
た。11月1日、諸聖人の日の夜、
静かに旅立った。
深堀進神父（神言修道会）　11
月 8 日、名古屋市内の高齢者

施設で老衰のた
め逝去。84 歳。
1941 年生まれ。
63 年同会入会。
65年初誓願。70
年終生誓願なら

びに司祭叙階。71年 南山高等・
中学校（男子部）教諭（愛知）。
85 年長崎南山中学校・高等学
校教諭ならびに聖ルドヴィコ
神学院院長（長崎）。90 年南山
高等・中学校（男子部）副校長。
96 年同校校長。2008 年聖霊中
学校・高等学校校長（以上愛
知）。校長時代には、生徒たち
の声を真摯（しんし）に受け
止め、教職員と協力しながら
時間をかけて熱心に教育活動
に取り組んだ。何度も大病を
乗り越え、引退後は散歩中に
優しい笑顔で人々に声をかけ
続けるなどして宣教活動を続
けた。25 年 6 月からはナーシ
ングホームで手厚い介護を受
けていた。若い兄弟会員が見
舞いに行くと、意識が混迷す
る中でも天を指さし、祝福さ
れると十字を切っていた。
朝（あさ）テイ子修道女（純
心聖母会）　11 月 11 日、入院
先の病院で老衰
のため逝去。95
歳。1930 年 鹿
児島県生まれ。
奄美大島・笠利
地区で生まれ
育ち、その後鹿児島市へ転居。
妹が先に同会に入会していた

訃  報

告知板
■全　国
▶こころといのちの法律相談

（無料電話相談）　1月19日（月）、
30日（金）午後 3時～ 7時。くら
し・職場・借金・家庭などのさま
ざまな悩みを抱える市民のため
の無料電話相談（未成年者可）。
弁護士および精神保健福祉士が
相談に応じる。相談電話番号
は 03-6257-1007（全国からの
電話受付／通話料有料）または
0120-556-289（東京・千葉・神
奈川・埼玉・茨城・栃木・群
馬発信限定／フリーダイヤル）。
いずれも上記相談日限りの電話
番号。電話 03-3595-8583　第
一東京弁護士会人権法制課
■東　京
▶写教の会（その日の福音を

毛筆で写し、心を主に向ける集

い）　1月 18 日（日）午後 4時 30
分～5時50分、麴町教会岐部ホー
ル 309号室。主宰＝高橋登志子

修道女（聖心会）。持参する物
＝筆ペン、文鎮、下敷き 30× 50
㌢（フェルトまたは新聞紙）。1
月 15 日（木）までに要参加申し
込み。500 円（自由献金）。糸
phostere＠gmail.com　古賀
▶真和会講演会「カラヴァッ

ジョ、癒しの芸術」　1月 28 日
（水）午後6時 45分～ 8時 15分、
麴町教会主聖堂。芸術が放つ希
望の光と、心を癒やす力を見つ
め直す。講師＝アンドレア・レ
ンボ補佐司教（東京教区）。無料。
電話 03-3263-4584　真和会
▶奉献生活者のミサ ～愛を

もって愛を～　1月 31 日（土）
午後 2時～ 4時、麴町教会。若
い奉献生活者の分かち合いとミ
サ。主司式＝菊地功枢機卿。主
催＝日本カトリック管区長協議
会、日本女子修道会総長管区長
会。 糸syusenkaijimu@gmail.
com　修道会宣教会事務室

番  組
ラジオ心のともしび

（朗読・坪井木の実）
1月の放送日と執筆者　1日

（木）大塚喜直（元日特別「橋を
かける」）・2日（金）中島貴之・3
日（土）こいずみゆり・5日（月）
松本准平（じゅんぺい）・6日
（火）竹内修一（おさむ）・7日
（水）三宮麻由子・8日（木）崔友
本枝（ちぇー・ともえ）・9日
（金）森田直樹・10日（土）服部剛
（ごう）・12日（月）湯川千恵
子・13日（火）山本ふみり・14日
（水）許書寧（きょ・しゅにん）・
15日（木）山本久美子・16日（金）
越前喜六・17日（土）植村髙雄・

19日（月）村田佳代子・20日（火）
古川利雅・21日（水）コリーン・
ダルトン・22日（木）岡野絵里
子・23日（金）下窄（しもさこ・
ゆうみ）優美・24日（土）熊本洋
（よう）・26日（月）中井俊已・
27日（火）堀妙子・28日（水）萩原
久美子・29日（木）今井美沙子・
30日（金）片柳弘史（以上テーマ
「心おだやかに」）・31日（土）古
橋昌尚（以上テーマ「隣人愛」）。
ホームページ（下記QRコー

ドでアクセス可）
では24時間視聴
可能。詳細は電話
075-211-9341。

ア院の中で、与えられた使命
を忠実に果たした（以上北海
道）。この間に、2 度にわたり
計 7 年間、青森の特別養護老
人ホーム藤の園の厨房（ちゅ
うぼう）で奉仕。院内の仕事
の他に、教会で聖書の勉強会
を開き、数年間、土曜日に札
幌司教館で家政の仕事もした。
晩年は札幌マリア院で祈りの
内に奉献生活者として過ごし
た。故人の修道名「フィデス」
は「信仰」を意味する。よく
働き、よく祈り、与えられた
ところでも、自身の家族にも
熱心に信仰を証しした。
杉山ハツヨ修道女（純心聖母

会）　11月29日、
長崎市内の介
護老人保健施
設で老衰のた
め逝去。97 歳。
1928 年 長 崎県

生まれ。42 年に長崎の純心高
等女学校に志願生として入学。
原爆投下前に療養のため帰省
していたことで被爆を免れた。
母親の「生き残らせていただ

いたことには意味がある。犠
牲となった人の分まで…」と
いう言葉を胸に、復興に希望
をかけて被爆後の片付けに励
んだ。52 年初誓願。61 年終生
誓願。初誓願後は鹿児島と長
崎で同会が運営する学校の教
諭として勤務した。東京では
宣教に力を注ぎ、幼稚園児の
母親や信徒、卒業生などに要
理や聖書の勉強会を開き、時
間を惜しまず関わっていた。
その結果、受洗者は 70 余人に
達した。2000 年に老人福祉施
設を運営する恵の丘修道院に
派遣された。院長として姉妹
たちを世話し、聖堂の花飾り
に気を配り、入居者との関わ
りで宣教者としての役割を果
たしていた。14 年に療養のた
め、ベタニア修道院に移り、
自分にできる院内の奉仕に励
んだ（以上長崎）。22 年から
は入院生活を送るようになり、
十字架のキリストに自身を委
ねていた。病床の苦しみをさ
さげ尽くして、静かに御父の
みもとに召された。

（12） ２０２６年 １ 月号


